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自
分
の
意
見
を
、
理
由
や
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
読
み
手
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
書
こ
う
。 

・
理
由
や
具
体
例
を
あ
げ
て
、
自
分
の
意
見
が
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
書
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こ
と
が
で
き
た
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（  

） 

・
自
分
の
意
見
を
、
示
さ
れ
た
形
式
に
そ
って
、
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。  

 

（  

） 

ふりかえり 

○ 

「
将
来
の
夢
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
文
章
を
書
き
ま
す
。
次
の
形
式
の
よ
う
に
、
理
由
や
具
体
例
を
挙
げ
、
四
段
落
構
成

で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

書
・
12 

事
実
と
感
想
、
意
見
を
区
別
し
て
段
落
や
構
成
を
考
え
て
書
く
。 

○ 

自
分
の
書
い
た
段
落
ご
と
の
内
容
を
も
と
に
、
読
み
手
が
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
「
将
来
の
夢
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
原
こ
う
用
紙
に
文
章
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

※ 

具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
く
わ
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
段 だ
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表
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自
分
の
「
将
来
の
夢
」
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論 ろ
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）
を
書
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例
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私
わ
た
し

は
、
～
し
た
い
で
す
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で
す
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具
体
例
を
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自
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将
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ん
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を
書
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は
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し
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で
す
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だ
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（例
） 

だ
か
ら
、
私

わ
た
し

は
、
～
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

私
は
、
将
来
「
大
工
」
に
な
り
た
い
で
す
。 

な
ぜ
な
ら
、
近
く
の
お
寺
に
参
拝
に
行
った
際
、
三
百
年
前
の
建
物
が
今
も
残
って
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
大
工
に
興
味
を
持
った
か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
建
物
は
、
く
ぎ
が
一
本
も
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
木
が
組
ま
れ
て
建
て
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
技
術
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

だ
か
ら
私
は
、
千
年
先
ま
で
残
る
建
物
を
つ
く
る
大
工
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 


